
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medloal 　and 　Pharmaoeutloal 　Soolety 　for 　WAKAN −YAKU

30B− 13

　　白朮五 苓散 と蒼朮五 苓散
の 利水作用 に 対す る効果 の 比較

近畿大学東洋医学研究所

○織田真智子，中西由香，唐方，阿部博子

【目的】漢方 の 利水剤 の 代表的処方 の
一

っ で あ る 五苓散を構成す る生薬の
一

つ で あ る 「朮」

は，「蒼朮」又は 「自朮」の何 れを使 うべ きか，は っ きり した結論が 得られ な い ま ま ， 臨

床応用 さ れ て い る の が 現 状 で あ る。
こ の 白朮五苓散 と蒼朮五 苓散 の 作用を比較する た め と

と もに 西洋薬の 利尿剤 と漢方 の 利水剤 の 作用 を比較検討す る べ く，以 下の 実験 を行 っ た 。

【実験方法】

　実験 1 ；wistar 系雄性 ラ ッ ト， 8 週齢を 5 群 に わけ， 1 群 は正常 対照群， 2 群 は蒼朮

五 苓散 （ヒ ト 10倍量）， 3群 は白朮五 苓散 （ヒ ト 10倍量）， 4 群 は蒼朮， 5 群 は白朮投与

群 と し， 各 々
一

日 1 回 5 日間強制経 口投与 した 。

　初回投与よ り 24 時間 目まで の尿量，飲水量 を測定する とと もに 5 日間投与後，生体 内

の 水分布 を見る た め ， 生体内総水分量 と循環 血漿量の 測定を行 っ た 。

　実験 2 ； wistar 系雄性 ラ ッ ト， 8週齢を 4群に わ け， 1群は正 常対照群， 2 群 は フ ロ

セ ミ ド 80mg ／kg， 3 縦 は フ ロ セ ミ ドと白朮 五苓散 （ヒ ト 10 倍量） 併用 群， 4 群 は フ ロ

セ ミ ド と蒼朮五 苓散 （ヒ ト 10 倍量）併用群 と し，強制経口投与後 24 時間 目ま で の 尿量 と

飲水量を測定す るとと も に ，生体内総水分量 と循環 血 漿量 の 測定 を行 っ た 。

【結果】

　実験 1 ： 正常対照群 に 対 し，蒼朮五苓散で は約 8％，白朮五苓散で は 15％尿量 が増加 し

た 。 白朮，蒼朮単独投与で は 有意な 差 は 認 め られな か っ た 。 循環血漿量 は 自朮五 苓散 ， 蒼

朮五苓散共に増加傾向に あ っ たが，白朮五苓散で 増加率が大 きか っ た 。 生体内総水分量 は

各群 で 有意 差 は なか っ た 。

実験 2 ： フ ロ セ ミ ド投与群で は対照群の 約 2 倍に 尿量が増加 した 。 自Jtt五 苓散併用群で は

尿量 の 増加 を抑制 したが ， 蒼朮五 苓散併用群 に は 同様 の 作用 は認 め られなか っ た 。 フ ロ セ

ミ ド投与群 で 循環血漿量 の 減少 を認め た が ， 白朮五苓散 ， 蒼朮五苓散併用群共 に減少を抑

制 した 。
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